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「新年の挨拶」 

   令和３年１月 25 日          

   

皆さまにおかれましては、コロナ過の大変な中、新年をお迎えのことと思います。どの様にお過ごし

でしょうか。昨年は新型コロナウイルス感染拡大の影響から、多くの不測の事態が起きた年となりまし

た。我が社もその影響から様々な仕事の流れが変化した年となりました。皆さまも過去に経験のない

息苦しい生活を強いられ、未だ先が見えない状況が続いていると思います。是非ご自愛ください。  

 今年は２００１年の創業から２０周年を迎えようとするまさに節目の年となります。この年の「周年記

念」を迎える静岡県内企業は４０３８社あるそうです。その中で我が社が目指す、創業１００周年企業は

９２社もあります。２０周年は５３６社となります。このような時だからこそ節目の年を機に、この苦境を過

去の経験を生かして、打ち破り、次の３０周年さらに１００周年に向けて再スタートを切ります。 

昨年の１９期につきましては目標すべては達成は出来ませんでしたが、過去の売り上げ成績の中で

もＴＯＰ５に入る成績で終えることが出来ました。これも偏に、クリエイティブ・システムの全メンバーが

一つになり、並々ならぬ努力の結果成し遂げられたことだと感謝申し上げます。年末年始の連休工事

では、メインユーザーでもあるスズキ相良工場の機種追加改造工事で休出対応をして頂き大変ご苦

労様でした。 

クリエイティブ・システムの今年ですが、コロナの影響でズレてしまったマル

チ・スズキ・インディア・グジャラードとＰＳＭＣのＳ/Ｖ派遣がコロナの影響が残

る中ではありますが予定しております。ご家族には大変心配をされていると思い

ますが、現地でのコロナ対策状況などを調査・確認した上で最善の判断を致し

ます。また派遣に対してご理解頂けたことに感謝申し上げます。派遣以外には

国内海外と新規設備及び改造工事案件が引き続きあります。今年も忙しい年と

なりますがコロナ感染には十分に注意して下さい。昨年同様に様々な面で変化

を迫られる年となりますのでともに乗り越えましょう！ 

 

代表取締役社長 谷野秀樹   
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コロナ過での出来事 (記者：田嶋) 

久しぶりに社内報の記事担当となりました田嶋です。 

昨年はコロナが流行となり、不要不急の外出を制限される事が多く

なりました。そんな中、キャンプをする人が増加したとニュースで耳に

する事が多くなりました。田嶋家も数年前から時代を先取りし、キャン

プブームとなっております。 

クリエイティブ・システム内にもキャンパーが増えています。緊急事

態宣言が発動されたゴールデンウイーク時は、庭キャンプで数日を

過ごしました。便利な世の中になっていますが、日常と違う不自由さが自分は大好きです。 コロナが終息して、

自由に行動できる日が 1 日でも早く訪れる事を祈っています。 

 

さらば、F-4 ﾌｧﾝﾄﾑ (記者：日浦) 

 昨年末、航空自衛隊所属の F-4 戦闘機の最後の機体が退役し、長らく日本の空を護っていた F-4 全てが日本

の空から消えました。ちなみに、最後の機体は浜松基地の広報館に展示されています。個人的にはすごく好き

な飛行機のひとつなので残念ですが、これも時代でしょうか。 

F-4 戦闘機の原型初飛行はなんと 1958 年。この時期、戦闘機は劇的に進化していく時代。ミサイルが主力化

し、航空機の速度は年々増し、全天候での作戦実行を望まれる。そんな中で超音速の全天候型ミサイルキャリ

ア‐として、米海軍初の複座型艦上戦闘機 F-4 は生まれました。胴体から尾翼に向かうアーチ、水平尾翼の独特

の傾斜、他の戦闘機と比べてもその際立ったデ

ザインは何とも言えません。この戦闘機は当時

の米軍戦闘機の中では高い格闘戦能力と武装

能力がありました。ベトナム戦争を始めとして冷

戦下を戦い抜き、セールスの成功もあって 5000

機以上が生産され、ベストセラーの傑作戦闘機

となりました。日本での役目は終えましたが、2021 年現在でもまだ、現役の国があります。 

激動の時代を生き確かな実績を残した老練なる F-4。ひとつの役目を終えた彼に、感謝したいと思います。 

 

気になる事 （記者：杉浦） 

 極寒（※浜松人にとって）だったり、3 月の陽気であったりと、落ち着かないコロナ禍での日々、皆様如何お過ご

しでしょうか？ 厚手のボディーアーマーもあまり役には立ちませんね。 

 気になります。アメリカ大統領選挙…2020 年 11 月 3 日有権者投票日、12 月 14 日選挙人投票、2021 年 1

月 6 日選挙人投票開票勝利者確定、1 月 20 日大統領就任となります。選挙結果では、民主党のジョー・バイデ

ン氏が過半数の 270 票を超え 306 票で確定して、1 月 20 日大統領就任します。何事もなければ… 

 今回の大統領選挙ですが、前代未聞の不正疑惑とその証拠となるものがすでに提示されております。アメリカ

古参（左派）メディアは、「証拠が無い！捏造だ！」と一蹴しております。不正とその証拠ですが、有権者買収（証

拠ビデオ有）、死者・無資格者の投票（調査済み）、不正投票用紙持込（証拠ビデオ有）、郵便投票ルール無視

有効事例有（確認済み）、集計機オンライン不正操作疑惑（メーカーCEO「オンラインできない！」仕様記載：オン

ライン可とのこと、あと統計学の専門家が集計経過のグラフであり得ない票の動きを指摘等々他にも沢山あるよ

うですが…ちなみに不正？が無ければトランプ氏勝利とのことです。また、フェイスブック・ツイッターは、トランプ

氏と、身近な人物のアカウントを凍結し、言論を封殺しております。さて 1 月 20 日大統領になっているのは!! 

 Oh!・・・これを読んでもらえる？のは 25 日でしたｗそれでは皆様ごきげんよう～＾＾ﾉｼ 


